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日頃より埋蔵文化財の保護、活用に関しまして深いご理解とご協力をいただき凸厚

くお礼申し上げます。延岡市教育委員会では、北方町岩土北平及び岩土原地区内に所

在する埋蔵文化財調査を実施しました。本書は、その報告書です。

延岡市は宮崎県の北部に位置し、五ヶ瀬川水系の水力資源を利用した県内最大級の

電気化学工業集積地となっています。また、近世延岡藩の城下町としても繁栄を遂げ、

教育文化・産業経済のけん引役を担っています。

近年は、市民参加による「のべおか天下一薪能」、「城山かぐらまつり」_な どの開催

をはじめ、九州保健福祉大学の開学や国道10号延岡道路及び国道218号北方延岡道路

の部分開通など大きな変革を迎えています。さらに、市有面積としては九州内で二番

目の規模をもつ都市となり、伝承芸能や農林水産資源などが融合する活気あるまちづ

くりに歩みだしているところです。

本書の刊行を通しまして、地域の文化財に対する理解と認識が、ますます深まって

いくことを願うとともに、今回の成果が社会教育・学校教育等で広く活用されれば幸

いに存じます。

最後になりましたが、事業の推進にあたってご協力をいただきました市民の皆様を

はじめ、ご指導ご助言をいただきました宮崎県教育委員会文化財課、新最終処分場建

設室、北方町総合支所建設課、笠下区など関係機関の皆様に対し、こころより感謝申

し上げます。

平成24年 3月

延岡市教育委員会

教育長  町 田 訓 久



例 言

1.本書は、平成22・ 23年度市道岩土原線整備事業に伴い新最終処分場建設室の委託

を受けて実施した埋蔵文化財発掘調査の報告書である。

2.調査は、延岡市教育委員会が主体となり、同文化課文化節係専門員 小野信彦が担

当した。

3.本書に使用した遺構・遺物の実測・ トレース 。図面作成は、発掘調査及び整理作

業員の協力のもと小野信彦が行なった。

4.現場及び遺物の写真撮影は、小野が行つた。空中写真の撮影は、九州航空 (株)が

行つた。

5,方位は磁北を示し、本書に使用したレベルはすべて海抜高である。

6。 本書の執筆・編集は小野があたつた。

7.本書で使用した写真・図面については、延岡市教育委員会で保管している。

8.出土遺物は、延岡市教育委員会にて保管しており、今後展示公開の予定である。
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1.延岡市北方町遺跡分布図 (S=1/50,000)



I.はじめに
1.調査に至る経緯
延岡市北方町笠下地区では、市道笠下中山線と笠下松瀬線を結ぶ道路整備が、かねてより強く望

まれていた。そこへ、新たに新最終処分場建設が予定され、同地区への廃棄物運搬車両等の増加が

見込まれることから、安全性の確保及び運搬車両の効率的な運行のために、市道岩土原線の整備が

急務となってきた。工事予定地内は、昭和44年に南九州短期大学によって発掘調査が行われ半船底

型細石核と隆帯上に爪形文を施した土器が共伴して出土した岩土原遺跡の一角に当たるため、平成

22年 4月 26日 以降協議を重ね、工事着手前に本調査を実施することになった。

本調査は、表土剥ぎのみを平成23年 3月 1日から平成23年 3月 31日 にかけて実施し、引き続き

遺構検出等の作業を平成23年 4月 19日 から7月 25日 にかけて行った。整理・報告書作成作業は平成
23年 5月 9日 から実施した。

2.調査の組織
調査の組織は、以下の通りである。

調査主体 延岡市教育委員会
教 育 長

教育部長

町田 訓久
甲斐 享博

文化課長     大島紀世子 (平成22年度)
佐藤 憲史 (平成23年度)

文化課課長補佐  伊東  優 (平成22年度)
鵜島 孝幸 (平成23年度)

文化課文化財係長 山田  聡
庶務担当   文化課文化振興係主任主事 松岡 直子
調査担当   文化課文化財係専門員   小野 信彦
調査指導   宮崎県文化財課
調査協力   宮崎県埋蔵文化財センター、宮崎県総合博物館、宮崎県立西都原

考古博物館、宮崎県市町村埋蔵文化財担当者及び地元関係各位

3.位置と歴史的環境
岩土北平遺跡及び岩土原遺跡が所在する延岡市北方町は、宮崎県の北部に位置し、南は門川町・

美郷町北郷区、西は西臼杵郡日之影町、北は大分県佐伯市と境を接する。南部を九州山地に源を発

する五ヶ瀬川が流れる。北には1,000m級の大崩山 ∫鬼の目山などの山々が連なる。五ヶ瀬川流域
や曽木川流域には、阿蘇溶結凝灰岩の台地や河岸段丘が発達しており、遺跡の大部分が集中する。

岩土北平遺跡及び岩土原遺跡の西には、最終処分場建設に伴う発掘調査で縄文時代早期の集石遺

構、古墳時代前期の竪穴住居跡が検出された上田下遺跡がある。また、南には笠下 (ゴルフ場)遺
跡があリナイフ形石器や剥片尖頭器が出上している。この外に、五ヶ瀬川上流にはAT層下位より
石核等が出土した矢野原遺跡がある。縄文時代では、矢野原遺跡、蔵田遺跡等で早期の押型文土

器・集石遺構が検出されている。前期では笠下下原遺跡で轟 B式土器・曽畑土器等が、中期では笠
下下原遺跡等で船元式上器がしている。後期では菅原洞穴で鐘ヶ崎式土器等が、晩期では南久保山

小堀町遺跡で黒色磨研土器が出土している。
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弥生時代では、昭和28年に板付Ⅱ式土器と思われる土器片が採集されて、宮崎大学に保管されて

いる。後期初頭には瀬戸内系土器の移入も見られる。弥生時代終末期から古墳時代初頭にかけての

竪穴住居跡が、矢野原遺跡、打扇遺跡、蔵田遺跡、早日渡遺跡等で検出されている。

古墳時代では、後期の箱式石棺が殿上、矢野原、駄小屋、後曽木等で発見されている。昭和12年

に県指定史跡となった『北方村古墳』も、後期箱式石棺群の一つである。

古代では、速日峰地区遺跡や南久保山小堀町遺跡等で、若千の遺物が出土している程度である。

中世になると、町内各地で六地蔵や五輪塔等が散見される。中世山城跡として、蔵田城や仲畑城が

あるが、笠下遺跡等では祭祀遺構が検出され、備前焼のすり鉢や明銭等が出土している。近世は延

岡藩領となり、木炭生産や鉱山開発が盛んに行われ、明治新政府へと引き継がれた。

江戸時代から明治期にかけて、北方地区では日平鉱山・槙峰鉱山等の鉱山開発が積極的に行われ

た。特に、三菱に経営権が移つてからの槙峰鉱山は、明治83年 (1900)以降に発電所建設や技術

革新が積極的に行われ、格段の活況を呈した。鉱山の賑わいは、北方地区の生活基盤の底上げを行

い、経済効果はもちろん文化面での影響も多大なものがあった。

昭和42年 (1967)とこ鉱山が閉山すると産業構造も大きく変化し人口も大きく減少した。このた

め、農林業の振興の他、国指定名勝である比叡山・矢筈岳や鹿川渓谷等の自然遺産や人工芝スキー

場・風力発電を備えた総合レジャー施設ETOラ ンド等の観光資源を活かした地域づくりを積極的
に推し進めている。

引用・参考文献

。田中 茂『東臼杵郡北方村先史遺物地名録』北方村教育委員会 昭和34年 (1959)
。田中 茂『東臼杵郡北方村の古墳』北方村教育委員会 昭和37年 (1962)
。鈴木重治 「本邦における土器起源に関する研究一岩土原遺跡の調査を中心に」

『南九州大学園芸学部研究報告』第 3号 。別刷 南九州大学園芸学部 昭和45年 (1973)
・北方町史編纂委員会『北方町史』北方町役場 昭和47年 (1972)
。角川書店『角川 日本地名大辞典』45宮崎県 昭和61年 (1986)
。北方町教育委員会 「笠下遺跡」『北方町文化財報告書 1』 昭和61年 (1986)

・北方町文化財保護審議会『北方町の古跡を訪ねて』 平成元年 (1989)
。宮崎県『宮崎県史』資料編考古 1 ぎようせい 平成元年 (1989)
。宮崎県『宮崎県史』資料編考古 2 ぎょうせい 平成 5年 (1993)
・北方町教育委員会『槙峰鉱山史』 (1992)『宮崎県史』史料編近世 3 ざょうせい 平成4年
・宮崎県教育委員会 「打扇遺跡 。早日渡遺跡 。矢野原遺跡

。蔵田遺跡」『一般国道218号線バイパス

建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』平成 7年 (1995)
。平凡社『宮崎県の地名』一日本歴史地名体系46巻 平成 9年 (1997)
。北方町『日本唯一千支の町 北方町の文化財』平成10年 (1998)
。宮崎県教育委員会『宮崎県中近世城館跡緊急分布調査報告書 I』 平成10年 (1998)

。宮崎県教育委員会『宮崎県中近世城館跡緊急分布調査報告書Ⅱ』平成11年 (1999)

。北方町史第 2巻編纂委員会『北方町史第 2巻』北方町役場 平成11年 (1999)
。延岡市教育委員会『延岡市の文化財』平成13年 (2001)

。北方町教育委員会 「町内遺跡詳細分布調査報告書」『北方町文化財報告書23』 平成16年 (2004)

。延岡市教育委員会 「上田下遺跡」『延岡市文化野報告書44』 平成23年
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番 号 名 称 )在  地 種 代 偏 考

1 上臣川東 の内漬 跡 上庫川 (東の 内)申 散布 地 縄文 ～ 近世 一部 日之影 町へ分布 が広が る

2 比叡山 菅原未 国指定史跡 日之影町矢筈岳と合わせて指定
3 菅原洞 穴・ 菅原遺 跡 菅原未 散布 地・ 洞 穴遺 跡 旧石 器 ～ 中世 昭和 41年 南 九州短 大 によ り調査
4 槙峰遺跡 槙峰未 散布 lllJ 鉱山跡

5 美 々地 遣跡 華 々 fllu茉 散布 地 縄文～中世 中世山城の可能性

=ィ 対 曇 の 大 者 7TTN 三 ヶINI(異 の木 )午 散布 ll 中世 ～折 世 備 前備 のす り鉢 と多量 の古銭 が 出 十

7 三 ヶ村 内の 日遺 跡 三 ヶ村 (内 の 国)午 散布地 中世～近世

上 中厚潰 跡 藤 の木 (上 中犀 )酉 散布 地 中世 ～近 世 和鏡 5面 と明銭 2枚が 出 十

大保下遺跡 板上 (大保下) 亥 散布地 中世～近世

石 上潰 跡 板 上 (石上 ) 亥 散布 地 中世 ～近世

二股上遺跡 二股 二般上)戊 散布地 中世～近世

2 唐 寸浩 蘇 三二月豊 唐 立 )戊 散布 地 中世 ～近世

3 樫原遺跡 二股 (樫原) 戊 散布 lTI 半 髄 4年 確 認 uj「・1否、 一 ∃
`消

滅

4 屋 形原 遺跡 板 下 屋 形原 )戊 散布 地 縄 文 ～ 中世

5 板ヶ平遺跡 板下 (板 ヶ平 ) 戊 散布 lllJ 絹 支 ～ 中世

6 小原遺 跡 板 下 」ヽ原)戊 集 落跡 縄文～中世 平成 5年確 認調査、 一部 消滅
7 艦 の末 薬 末 希 揖 跡 藤 の木 (桑ァk流)西 集 落 跡 綿 支 ～ 中世 平成 5年確 認調査、 一部 消滅
8 尾 払遺跡 八峡 (尾払 )午 散布地 中世～近世

9 八峡潰 跡 八峡年 集 落 跡 弥 生～近世

松舟遺跡 八峡 (松舟)午 散布地 中世～近世
雁 獅 漕 Pvj 椎畑 未 散布地 絹 文 ～近世 多木 遺跡 (旧 名 )を 変 更
城追跡 早上 (城)巳 中世山城 縄文～近世 山城の大部分は削平されている

久保遺 跡 早上 (久保 ) 巳 散布地 縄文 ～近世

荒平遺跡 早上 (荒平 ) 巳 散布地

打扇遺 跡 早中 (打扇 ) 巳 集落跡 旧石器 ～近 世 平成 2年～ 12年調査、 一部保存
早日渡遺跡 早日渡巳 集 落 跡 旧石器 ～折 世 平成 2年～ 12年調杏、 一部保存

矢野原 遺 跡 蔵 田 (矢野原 ) 辰 集 落跡 旧石器 ～近世 平成 5年調査、 一部消滅
蔵 田潰 琳 蔵 田辰 集落 跡 旧石器 ～折赳 昭和 62年～平 成 5年調 査、一部 消滅

蔵 田城 蔵 田辰 中世山城 中世 堀等が良好に残る

駄 小 F_h潰跡 蔵 田 (駄小犀 )辰 散布 lllt 旧石器～テ世

地山遺跡 蔵田 (地山) 辰 散布地 縄文～近世 平成 9年調査、一部消滅
殿 上漬 跡 蔵 田 (辰)戸 の上 散布 地 ・石棺 群 旧石器 ～近世 石棺 群 は消滅

上崎地区遺跡 蔵田 (上崎) 辰 集落跡 旧石器～近世 平成12年度～19年度まで調査、一部消滅
34 船木谷 遺跡 擬 越 (船木谷 )子 散布地 絹 文 ～近世

頼越遺跡 願越子 散布地 縄文～近世

川水流 遺跡 川水流 卯 集落跡 旧石器 ～近世 中世 山城 の可能性、 一部消滅

東原遺跡 川水流 (東原)卯 散布地 一部消滅

南久保 山小堀 町遺 跡 南久保 山 (小堀 町 )子 集落跡 旧石器 ～近世 一部 消滅

十鰤 ヶ犀潰 跡 爾 久 俣 山 (十馴 ケ厚 )千 散布加

柳瀬 遺跡 曽木 (柳瀬 ) 子 散布地 縄文 ～近世

北久保 山潰 琳 北久保 山子 散布 lll 絹 支 ～折世 一部消滅

猪渡遺跡 頻越 (猪渡)子 縄文～近世 一部消滅

上畑漬 跡 相 誠 (上畑 )子 散布 lllj・ 中世 山城 絹 文 ～ 中世 西南戦 争時 に再利 用

仲畑城跡 頼越 (仲畑)子 中世山城 中世 堀等が残る

仲畑遺 跡 糎 越 (仲畑 )子 散布地

壱丁鐘遺跡 曽木 (壱丁鐘) 子 石棺群 古墳 県指定北方村古墳 1号墳
47 後 曽木遺 跡 曽木 (後 曽木 ) 子 散布地 ・石棺群 古 墳 鳴詩lg買こ封ヒフケオ寸ゼ!す貴3手争魂雪

笹原遺跡 曽木 (笹原 ) 子 散布地 縄文～近世
49 荒谷遺 跡 曽木 (荒谷 ) 子 散布地 縄文 ～近世

曽木 原潰 跡 曽木  (曽木 原 ) 子 散布 lllj 旧石器 ～折世 ―一言ほ専肖訪虚

深谷遺 跡 曽木 (深谷 )子 散布地 旧石器 ～近 世 ―一言Бマ肖J茂

古齢 宿 脈 曽木 古城 )子 旧石 器 ～折 世

中野遺 跡 曽木 中野 )子 散布地 縄文～近世 ―一言砥∇当〕誠

黒仁 田潰 7VI 曽木 黒仁 田)子 散布 llj 絹支 ～折 世

権現原遺跡 角 田 権現原)丑 散布地 縄文～近世 一部消滅

角 田遺 跡 角 田丑 散布 地・ 中世 山城 絹支 ～�世 上屋敷、 下屋敷、 lH内 な どの llll名 が残 る

角田上ノ原遺跡 角田 (上 ノ原 ) 丑 散布地 縄文～近世

足鍋遺跡 角 田 (足鍋 ) 丑 散布地 縄 文 ～近世

下崎遺跡 角田 (下崎 ) 丑 散布地 縄文～近世

中山遺 跡 川水 流 (中 山)卯 散布地 縄文 ～近世 V肖滅

上 田下清 跡 等下 (L田下 )富 散布 lTj 一 部消滅

岩上北平遺帥 笠下 (岩上北平 ) 買 散布地 旧石器 ～近 世

岩土原遺跡 笠下 (岩上原 ) 賞 散布地 昭和 44年南 九 州短 期大学 によ り調杏

笠下遺跡 笠下寅 散布地 縄文～近世 一部消滅

松尾原潰 跡 笠下 (松尾原 ) 富 散布地 旧石器 ～折世

藤ノ木谷遺跡 笠下 (藤 ノ木谷) 寅 散布地 旧石器～近世 一部消滅
伊木原 遺跡 笠下 (伊木原 ) 宣 散布地 旧石 器～近 世

炭ノ越遺跡 笠下 (炭ノ越) 賞 集落跡 旧石器～近世

笠下下 原遺跡 笠 下 下 タ ノ原 )賞 散布 地 旧石 器 ～近 世 下原 は通称 名

笠下黒原遺跡 笠下 (黒原 ) 寅 散布地 ―一喜ほ専肖新虚

笠下 山 口原遺 跡 笠下 (山 口原 ) 賞 散布 地 旧石 器 ～近 世

笠下 ゴル フ場潰 跡 争下 (端 田 外 )富 集 落 跡 旧石器 ～折世 一 獣 消 紛

2.延岡市北方町遺跡一覧表
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3.岩土北平遺跡・岩土原遺跡周辺地形図 (S=1/20,000)
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Ⅱ.調査の内容
1.調査の概要
調査は、市道岩土原線の拡幅部分を崩土防止や地区住民の耕作のための安全通行を優先し、谷を

挟んで西側の岩土北平遺跡を 3地区に、東側の岩土原遺跡を 5地区に設定して行った。

岩土北平遺跡は削平が進み、 1区・ 2区では耕作土を除去するとローム層となり、 3区の一部に
アカホヤ層が残るのみであった。調査の結果、縄文時代早期の集石遺構 1基と時期不明の柱穴を若

干検出したにとどまった。また、ローム層中に縄文時代早期包含層の影響を確認した。そのいくつ

かには縄文時代早期の遺物が出土し炭化物及び焼土の集中が見られるものの、不定形なものが多く

明確な掘り込みラインを確認していない。出土遺物では、量は少ないものの旧石器時代の使用痕剥

片や礫器、縄文時代早期の石鏃、スクレイパー、磨石、石斧、尖頭状石器、押型文土器がある。弥

生 。古墳時代及び中近世の遺物は極端に少ない。

岩土原遺跡もアカホヤ層が確認されたのは 1・ 4・ 5区の一部で、耕作による改変を大きく受け
ている。調査の結果、縄文時代早期の集石遺構14基、多数の焼土集中部及び焼撰の集中部 lヶ所、

土坑 1基を検出した。古墳時代では古墳時代の竪穴住居跡 1軒を一部検出するに止まった。 1・
2・ 4区でもローム層中に、縄文時代早期包含層の影響を確認している。 3区では、土坑を 9基検
出したが、耕作による影響も大きい。遺物の大半は 1区から出土した縄文時代早期の遺物が占め、

新最終処分場建設に伴う発掘調査で多く出土した縄文時代晩期の遺物は少ない。また、削平の影響

からか、弥生～古墳時代及び中近世の遺物も少ない。陶磁器は、小破片が多い。

岩土原遺跡は、昭和44年に南九州短期大学によって発掘調査が行われ、流紋岩製の半船底型細石

核と隆帯上に爪型文を施した土器が共伴して出土した学史上の遣跡である。今回、岩土北平遺跡 3

区、岩土原遺跡 2区 。3区で トレンチ跡を検出した。発掘作業員の中に当時を覚えておられる人が
いて、当時発掘した跡であることを確認した。周辺の掘り下げには慎重を期したが、流紋岩製の半

船底型細石核と隆帯上に爪型文を施した土器は検出できなかった。

2.基本層序
岩土北平遺跡、岩土原遺跡の基本層序は以下の通りである。

I層…表土層もしくは耕作土 (約 20cm)

Ⅱ層…埋土 (約20～ 80cm)畑地の整地用
Ⅲ層…茶褐色土層。パサつく。ほとんど残存していない。

Ⅳ層…黒色土層。パサつく。ほとんど残存していない。

V層…アカホヤ層 (約20cm)

Ⅵ層…黒褐色土層 (約20cm)やや粘質。縄文時代早期の遺物が出土。
Ⅶ層…黄褐色土層 (約20cm)粘質。旧石器時代の遺物が出土。
Ⅷ層…AT層 (約 20cm)
Ⅸ層…黒褐色土層。 (約20～ 50cm)今回の調査では遺物の出土はなかった。3～ 5 cmの ブロック
上を呈する。

X層…黄褐色土層。粘質。小砂利を多く含む。上部で石器が出土する遺跡の調査例が、県北地

域でも増えている。
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遺構名 頁 √莞車由 短軸 深 さ 出土遺物 備 考

1号集石遺構 9 0.88 0.79 0.14 な し 敷石あリ ー部カク乱
2号集石遺構 ワ

ｒ 0.58 0.58 0,16 な し 敷石あり

3号集石遺構 ワ
ｒ 0.46 0.44 0,18 石器 敷石あり 4号 と近接

4号集石遺構 ワ
‘ 0.52 0.52 0.16 な し 敷石あり

5号集石遺構 ワ
ｒ 0.85 0.58 0.34 土器 敷石あり

6号集石遺構 ワ
ｒ 0。77 0.58 0.10 な し 敷石なし

7号集石遺構 ワ
ｒ 1.20 1.08 0.21 石器・土器 敷石あり 浅い堀込み

8号集石遺構 18 1.36 (1.20) 0.22 土器 敷石あリ ー部カク乱
9号集石遺構 Ｑ

Ｏ 1.24 1.04 (0。 70) な し 敷石あり 10号と近接
10号集石遺構 18 0.92 0,82 0,22 土器 敷石あり 段がつく
11号集石遺構 19 1.06 0.78 0.22 石器・土器 敷石あり

12号集石遺構 19 1.60 0。96 0.34 な し 敷石あり

13号集石遺構 19 0。70 0.50 0.28 な し 敷石あり

14号集石遺構 19 0。78 (0.58) (0.16) 土 器 敷石あリ ー部カク乱
1号土坑 1.50 0.90 0.20 ビニール袋・キセル・陶磁器 粘土製 底面に砂粒がたまる
2号土坑 ９

守 (2.44) (0.24) 石器・土器 一部検出

3号土坑 ９
々 (1.38) 0,70 0.14 石器・土器 一部検出 焼土あり

4号土坑 ９

， 2.62 0.74 石器・土器 一部検出 焼土なし
5号土坑 つ

る
９
， 2.94 0.54 石器・土器 一部検出 焼土あり

6号土坑 つ
る
９
， 2.96 1.94 0.92 石器・土器 焼土あり 連結土坑

7号土坑 つ
る
９
留 (1.62) 0,44 な し 一部検出 焼土あり

8号土坑 ９
，
９
等 (1.48) 0。72 0.22 石器 。土器 一部検出 焼土なし

9号土坑 ９
，
９
留 1.36 0.36 な し 一部検出 焼土なし 段がつく

10号土坑 ９
留
９
， 0.86 0.20 石器 一部検出 焼土あり

1号竪穴住居跡 ワ
‘
０
０ 2.80 (1.50) 42.00 石器・土器 南東隅に浅い柱穴

)は検出部分の計測値 単位はm

5.検出遺構一覧表

遺構名 暦年較正用 (yrBP) lσ 暦年代範囲 2σ 暦年代範囲 炭化材

1号住居跡 1,549± 23 437calAD 489calAD(45,5%) 430calAD 566calAD(95,4%) アカメガシワ

1号住居跡 1,572± 23 435calAD-492calAD(49,7%) 425calAD 544calAD(95,4%)

1号住居跡 1,556± 23 436calAD 490calAD(49,1%) 430calAD 557calAD(95,4%) ク リ

3号集石遺構 8.607± 35 7613calBC 7582calBC(53,9%) 7716calBC-7575calBC(95,4%)

4号集石遺構 8,692± 35 7723calBC 7632calBC(58.9%) 7789calBC-7597calBC(95,4%)

1区Ⅵ層中炭化材 7,694± 32 6532calBC-6497calBC(47.4%) 6595calBC-6446calBC(95,4%)

2区焼土集中部 8,380± 40 7524calBC 7452calBC(45.5%) 7586calBC-7350calBC(95,4%)

3区焼土集中部 8,270± 30 7364calBC-7292caIBC(35.5%) 7384calBC-7181calBC(75,2%)

6.自然科学分析一覧表
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3.岩土北平遺跡の調査
岩土北平遺跡は、標高80m程のほぼ平坦な

台地の南側に位置している。南と東は谷とな

っている。

調査は、道路拡幅部分を畑の区画に沿って

1～ 3区に設定し、耕作の関係で 3→ 2→ 1

区の順に行った。

1区 。2区では耕作土を除去するとローム

層となり、アカホヤ層は 3区の一部に残るの

みであった。

1区では、旧石器時代及び縄文時代早期の

遺物が若干出土するに止まった。

2区では、ローム層中に縄文時代早期包含

層面からの落ち込みを確認した。ほとんどの

落ち込みには炭化物及び焼土の集中が見られ

る。平面形は不定形が多く、明確な掘り込み

ラインを確認できていない。また、縄文時代

早期の他、旧石器時代の遺物の出上が見られ

る。出土遺物の無いものが多い。

3区では、集石遺構 1基と時期不明の柱穴

を若干検出したにとどまった。集石遺構は敷

石のみの検出である。一部、茶の根により撹

乱されている。集石遺構内よりの出土遺は無

い。柱穴内も同様である。北側には、南九州

短期大学により調査された昭和43年当時と思

われるトレンチ痕を確認した。若干拡幅した

が、壁面での遺物の出土は確認していない。

岩土北平遺跡では、旧石器時代の出土遺物

は少ない。流紋岩製の使用痕剥片 (1)と 、

ホルンフェルス製の礫器 (2)等が出土して

いる。礫器は自然面をグリップ部としており、

風化が進んでいる。ローム層を掘り下げたが、

ナイフ形石器等の出土遺物はなかった。

縄文時代早期の遣物として石鏃、スクレイ

パー、磨石、石斧、尖頭状石器、石錐、磨石、

磨製石斧、貝殻条痕文 。押型文・より糸文・

縄文土器が出上している。石材としては、流

紋岩、ホルンフェルス、チャー ト、黒曜石、

砂岩、花筒斑岩等を利用している。押型文土

0                              20m

1号集石遺構
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7.岩土北平遺跡遺構配置図 (S=1/400)



器の文様は、精円文が主体で、格子文は出土

していない。

その他の時代では、縄文時代晩期の黒色磨

研土器、古墳時代の甕口縁部、時期不明の土

錘が出土している。縄文時代早期に比べ、他

の時代の遺物は極端に少ない。中近世の遺物

も同様である。陶磁器については、 35。 出土

陶磁器一覧表及び37.出土陶磁器類の写真に

まとめている。

364の龍泉窯系青磁の端反碗、371の渾州

窯青花皿、374の褐釉陶器壺、376の天目茶

碗、381の肥前系時期の染付丸碗及び387の

小杯が出土している。 (陶磁器の同定は、宮

崎県文化財課 堀田孝博氏による)
岩土北平の南側の谷の西側には上田下台地

から伸びる尾根があり、周辺に点在していた

五輪塔等が寄せられて祀られている。 3区の

柱穴も当該期のものかもしれないが、出土遺

物が無く時期決定はできない:

調査中、 3区北側の畑の中で箱式石棺が発
見され、急返発掘調査が行われた。詳細は不

明であるが、北方地区では五ヶ瀬川南側での

調査初例であり注目される。 3区の南側には

塚があったとの伝承が残り、上田下遺跡では

須恵器の出土も見られることから、当該期の

遺構が残存する可能性が高いと思われる。周

辺の開発には十分注意する必要がある。

＼
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4.岩土原遺跡の調査
調査の概要

遺跡は、五ヶ瀬川右岸の標高70～ 80m前後の段丘上に位置している。調査は、市道岩土原線の拡

幅部分を崩土防止や農耕車両の安全通行を考慮し、 5地区に設定して行った。 1区から3区は、耕

作による削平が進みほぼ平坦である。 4区はやや南側に緩やかに下る斜面上に位置するが、アカホ

ヤ層は一部を除き残存していなかった。 5区は台地に挟まれた谷頭に当たり、段々畑にするために

大幅な改変が行われている。埋土中より流紋岩の剥片や陶磁器等が出土した。

岩土原遺跡は、昭和43年に南九州短期大学によって発掘調査が行われ、流紋岩製の半船底型細石

核と隆帯上に爪型文を施した土器が共伴して出土した学史上の貴重な遺跡である。層位的に 3つの

文化層が確認されている。第 1文化層では、縄文時代早期後半の押型文土器とそれに伴う石器群が

検出され、第 2文化層では、隆帯文土器と船野型細石核が共伴している。また、第 3文化層では安

山岩、流紋岩の剥片を素材とする石器に加えて不整形の剥片などを組成とする一群が検出されてい

る。今回の調査では、その時のものと思われるトレンチ跡を岩土北平遺跡 3区、岩土原遺跡 2区・

3区で検出した。発掘作業員の中に当時を覚えておられる人がいて、当時発掘した跡であることを

確認した。周辺の掘り下げには慎重を期したが、流紋岩製の半船底型細石核と隆帯上に爪型文を施

した土器は検出できなかった。

遺構と遺物

アカホヤ層が確認されたのは 1・ 4・ 5区の一部で、耕作による改変を大きく受けている。調査

の結果、縄文時代早期の集石遺構13基、多数の焼土集中部及び焼礫の集中部 lヶ所、土坑10基を検

出した。古墳時代では後期の堅穴住居跡 1軒の一部検出するに止まった。縄文時代早期の集石遺構

は 1区の西側と北側、 4区で検出した。台地が緩やかに傾斜する斜面上にあたり、アカホヤ層の削

平が免れたことが早期の包含層や集石遺構の残存状態が良かった一因としてあげられる。 1区の南

側と2区 。3区は表土層を除去すると、ローム層が検出された。岩土原でも、岩土北平と同様にロ

ーム層中に縄文時代早期の包含層の落ち込みが確認されている。 3区では、土坑を 9基検出したが、

耕作による影響も大きい。

遺物では、旧石器時代の細石刃 。細石核や使用痕剥片、縄文時代早期及び中期・後期・晩期の石

器・土器が出土した。また、弥生時代中期の中溝式土器の甕口縁部、古墳時代後期では、壺・甕・

鉢・高杯等が出上している。また、中 。近世では陶磁器が、時期は特定できないが土錘・石錘等も

出土している。遺物の大半は 1区から出土した縄文時代早期の遺物が占め、新最終処分場建設に伴

う上田下遺で多く出土した縄文時代晩期の遺物は少ない。また、削平の影響からか、弥生～古墳時

代及び中近世の遺物も少ない。中近世では遺構の検出は無く、耕作土中より陶磁器が出土したが、

一部を除き小破片が多い。陶磁器の同定には、宮崎県文化財課の堀田孝博氏による調査指導を受け、

35。 出土陶磁器一覧表にまとめた。 1准世紀後半～幕末まで長い期間生活の場として使用されたこと

が、陶磁器を通して推察されるとのことであった。陶磁器の中には、中国製、関西系のものも見ら

れることから瀬戸内海航路を通しての交流や豊後大友氏、堺商人との関係も伺えるとの指摘を受け

た。岩土北平遺跡に西側の上田下遺跡から派生する南側の尾根上には五輪塔群も確認されているこ

とから、周辺には中近世の良好な生活空間が残っている可能性も高いと判断され、今後の開発には

十分注意する必要がある。
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旧石器時代の遺物として細石刃、細石核、使用痕剥片、スクレイパー、加工を有する剥片、礫器、

石核等が主にⅦ層上面から出上しているが、量的には多くない。石材としては、流紋岩を主体とし

てホルンフェルス、黒曜石の使用が認められる。流紋岩製の細石核は船野型ではなく、スクレイパ

ーの側面に剥離面が見られるものである。また、黒曜石製の小型三角形を呈する板状の剥片を利用

した細石刃核が出土している。打面を順繰りに回転しながら細石刃を剥離し、自然面はそのままで

調整承1離も行わないシンプルな石器である。今回の調査で出土した細石刃は、ホルンフェルス製の

1点のみで、黒曜石製 。流紋岩製の細石刃は出土していない。隆帯文土器の出土も無かった。

旧石器時代の遺物は縄文時代早期の包含層や竪穴住居跡、集石遺構や土坑、焼土集中部内からの

出土例も見られるが、ローム層下位からの遺物の無くナイフ型石器等の出土はなかった。一部 トレ

ンチを掘り下げ白斑ローム下位まで掘り下げたが、遺物・遺物の検出はなかった。

∧繊》
△

51

13.岩土原遺跡出土遺物実測図②
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集石遺構

集石遺構は、焼けた礫が円形状に集中し、下部に敷石と掘り込みの見られる遺構であるが、敷石

がない事例も多い。本遺跡では、18基の集石遺構を検出した。ほとんどの集石遺構で敷石が確認さ

れている。敷石には扁平な円礫を使用する例 (2号)や人頭大の川原石を利用する例 (7号)も あ

る。近接する事例が 2例 (3号 。4号、 9号 。10号)あ る。掘り込みはほとんどが20～80cm程度

であるが、70cmを測る事例もある。 (9号)10号集石遺構には掘り込みに段がつく。

出土遺物には、石器では石鏃、スクレイパー、使用痕剥片等がある。土器はほとんどが押型文土

器で、貝殻腹縁文土器、より糸文が若干出土している。 1区の東側では焼けた礫の集中部を lヶ所

検出したが、掘り込みは確認できなかった。出土遺物もなく、周囲に礫がまばらに見られる程度で

ある。
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集石遺構内より出土した炭化物の放射性炭素年代 (14C年代)測定を行った (3号、 4号)測定
の結果、 3号集石遺構で8,607± 35yrBP、 4号集石遺構で8,692± 35 yrBPの 値が得られている。
おおむね縄文時代早期中葉もしくはその前後に相当し、出土遺物との差異はない。

土坑

土坑は、 3区で 9基確認した。ほとんどの土坑は耕作による影響を受けている。一部調査区外へ

のびており、完掘できたのは 7号土坑のみである。土坑の底部には焼上の集中が見られ、平面形か

ら連結土坑の可能性もある。4号と5号土坑は、掘り込みがしっかりしており床面もフラットである。

一部調査区外への伸びているため詳細は不明であるが、連結土坑とは別の機能も考えられる。

出土遺物には、石鏃、使用痕剥片、スクレイパー、尖頭状石器、貝殻文円筒土器、条痕文土器、

より糸文土器、押型文土器等がある。一部旧石器時代の遺物も出土している。
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焼土集中部

本遺跡でも、 1区、 2区、 4区でローム層中に縄文時代早期包含層面からの落ち込みを確認した。
ほとんどの落ち込みには炭化物及び焼土の集中が見られる。平面形は不定形が多く、明確な掘り込

みラインを確認できていない。平板による位置及び範囲確認と、断面観察を行った。出土遺物には、

石鏃、スクレイパー、敲打器、加工を有する石器、磨石、押型文土器、より糸文土器、貝殻条痕文

土器が出土している。出土遺物の無いものが多い。

2区と 8区の焼土集中部より出土した炭化物の放射性炭素年代 (14C年代)狽I定を行った結果、

2区で8,380± 40yrBP、  3区で8,270± 80 yrBPの値が得られている。
この数値は集石遺構の年代とも近く、出土遺物の大半を占める押型文土器の年代である縄文時代

早期中葉を示すものである。

岩土原遺跡から出上した遺物の大半は縄文時代早期に相当するものである。Ⅵ層はその縄文時代

早期の包含層であるが、Ⅵ層中より出土した炭化材の放射性炭素年代 (14C年代)測定を行った。
その結果、7,694± 32yrBPの 値が得られている。早期の遺物はⅦ層であるローム層上面からも出土

している。その逆の例もある。

早期でも、前葉に比定される貝殻条痕文や後葉の塞ノ神式 。手向山式土器の出土例は少なく、中

葉の押型文土器が圧倒的に多い。この他、より糸文、縄文、無文、松葉折施文、連続刺突文等を施

す土器が少量出土している。無文土器には繊維痕が確認されるものがある。押型文土器では、精円

が大半を占め、山形文も少なからず出土するが、格子目は極端に少ない。楕円文と山形文、より糸

文を組み合わせたさまざまなバリエーションの押型文が出土している。また、日縁部が直行するも

のはまれで、ほとんどが外反する。日縁内部には柵状文 (原体を縦方向に押引いてつける文様)を
施すものや、日唇部に山形文や精円文を施文する事例もある。柵状文が次第に太くなり凸帯文とな

る精円押型文土器 (259)も 出上している。
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22.岩土原遺跡土坑内出土遺物実測図③ (S=1/3・ 2/3)
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石器では、石鏃、尖頭状石器、使用痕剥片、スクレイパー、石錐、加工を有する石器、礫器、石

斧 (磨製、局部磨製、扁平打製)、 叩石、敲打器、磨石、石皿等が出土している。包含層出土以外の

石器については、土器と違って明確な時期決定が困難である。

石材として、チャート、赤チャート、黒曜石 (産地については不明である)、 姫島産黒曜石、流紋

岩、ホルンフェルス、砂岩、頁岩、花南斑岩、凝灰岩等が使用されている。アカホヤ層下位から姫

島産黒曜石や砂岩製の礫器の出土例が増加しつつある。砂岩製の礫器については、片面に自然面を

残す石器が多い。

北方地区の遺跡の多くで、叩石、敲打器、磨石、石皿が出土している。山間部での植物性蛋白や

でん粉摂取を目的とした生活の一端を垣間見るようで興味深い。
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叩石、敲打器、磨石、石皿には、受熱の影響による赤変が見られる。

縄文時代前期～晩期の遺構は検出されていない。遺物も埋土中より縄文時代中期の船元式土器、

後期の西平系土器、日縁部がやや内湾し沈線施文や貝殻ミガキによる調整が施される南九州系土器、

晩期の凸帯文土器等が若千出上している状況である。精製磨研土器は出土していない。圧倒的に多

いのは縄文時代早期の遺物である。早期でも、前葉に比定される貝殻条痕文や後葉の手向山式上器

の出土例は少なく、中葉の押型文土器が圧倒的に多い。
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弥生・古墳時代の遺構としては、古墳時代後期の竪穴住居跡 1軒のみ一部を検出したのみである。

平面形は方形を呈し、 1辺の長さは 3m未満の小型の住居跡になると思われる。床面はほぼ平坦で、

検出面からの深さは42cmを測る。主柱穴は不明である。出土遺物には、壺、甕、鉢、高杯、砂岩

製の敲打器、砂岩及び花闇斑岩製の礫器がある。東南側の壁際に浅い土坑が掘られているが、中よ

り出土遺物はない。353の甕は底部が不明であるが、西側の壁際にふせた状態で出上している。周

辺に炭化物や焼土の集中が見られることから、土器炉の可能性も考えられる。全体に埋土中に炭化

物や焼上が多く見られ、炭化材も出土していることから焼失家屋の可能性もある。炭化材は樹種同

定の結果、アカメガシワとクリであつた。建築部材や器具の柄等に利用されたものと思われる。炭

化物の分析を行なった結果、425AD～ 566ADの 値がでている。

遺構外の遺物として、中溝式の甕 (381～ 334)の他に、古墳時代後期の甕や壺片が出土している。
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古代から近世にかけての遺構の検出は無かった。中・近世の遺物としては陶磁器があるが、鉄器

等は出上していない。陶磁器は、輸入品 (龍泉窯系青磁、渾州窯系青花、景徳鎮系青花、褐釉陶器

等)と 国産品 (肥前系陶磁器、上野・高取系陶器、瀬戸・美濃系陶磁器、関西系陶器、備前焼等)

が出上しているが、耕作の影響からか小破片が多い。また、明確に時期を判断できない遺物をとし

て、砂岩製の砥石 (357・ 358)と土錘 (359)及び砂岩製の石錘 (360～ 863)が ある。

産   地 種   類 時   期 出土遺物 備 考 産  地 種   類 時  期 出土遺物 備 考

龍泉窯系青磁

端反碗 4c後半～ 5c前半

肥前系陶器

碗 16c末 390～ 392 鉄 T4・ 藁灰釉

直口碗 4c後半～ 5c前半 碗 17c後半～18c前半 鋼緑釉・透明釉

蓮弁文碗 5c後半～ 刷毛 目碗 17c後半～17c前半 395,396

稜花皿 5c後半～ 6c前半 El 16c末～ 17c初頭 397 絵唐津

皿 15c後半～ 16c
外面宝相華唐車文 Ell 17c中 葉 二彩唐津

景徳鎮窯系青磁
皿 17c後 半～ 18c前半

碗 ? 15c後半～ 16c 鋼緑釉 透明釉かけ分け皿

渾洲窯系青花 皿 16c後半
刷毛日皿 17cイt? 401.402 二彩手

ull以外の可能性あり 吊1毛目鉢 ? 17c代 ? 403,414 花瓶・徳利 ?銅緑釉

褐釉陶器

茶 入 15c後半～ 16c前半 中国産 ? 袋物

圭望 6c代 ?
374,375 中国産 374? 土瓶蓋

中国産 ? 層鉢 17c後 半 406,407 小峰焼の可能性有

天目茶碗 碗 不 明 376 中世 陶胎染付 春炉 `火入れ類 18c後 半～ 19c

肥前系磁器

高台無釉碗 17c中頃 377
上野・高取系陶器

徳利 ? 不 明 409

広束碗 1780～ 1840年代 皿 不 明 4 0

端反碗 1810～ 1860年 代 379
瀬戸・美濃系磁器

端反碗 19G代

染付端反碗 1810～ 1860年 代 380,384 天日茶碗 15c後 半～ 16c中 葉 4 .413

染付丸碗 18c-19c 381,382
肥前系以外の九州の

窯の可能性あり
関西系陶器

端反碗
18c後 半～ 19c前半 5～ 417

19c代 4

染付碗 18c-19c 細分困難 袋物 (徳利?) 19c代 ?

染付奉物 18c-19c 土瓶or鍋 19c代 ?

染付袋物 18c～ 19c

備前焼

四耳壺 15c中 莱～ 16c

小杯 19cか ? 上絵付 悟鉢 14c中 業～15c中 葉

染付皿 t8c^υ 19c 388,389 一里 時期不明

35.出上陶磁器類一覧表
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文様・調整・色調等 (中 )

径1～ 2mm程度の砂粒含む

ナデ 指押さえ スス

スクレイパー併用 ?

38.出土遺物観察表①
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文様・調整・色調等 (外 ) 文様・調整・色調等 (中 )

より糸文 ナテ 指押さえ スス熟変 版暗赤協色 ナデ 指押さえ スス

ナデ 指押さえ にぶし

山形押型文 ナデ にぶい

ナデ 指押さえ スス

ナデ スス H音

然面とする

39.出土遺物観察表②
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黍号 出土地点 層 器種 (石材)・ 部位 文様・調整・色調等 (外 ) 文様・調整・色調等 (中 )
最長cm

鶴高)

最幅cm

十日・底経)

最厚cm

(胎土) 曇嚇
157 寿 十原 Ij4+5 埃鉢  日緻∃

`

貝程条痕文 ナデ 指押さえ スス にぶい橙色 十ギ 指押ヽア スス 灰褐徹 径1～ 6mm程度の

岩土原焼 ± 5 老そ命 R何著К 山形キ甲型 V スス 袴 角 ナ テ スス 明示褐竹
1 芦 十 原 帰 +5 決鉢  胴 ]` 山形押/.l文  ナデ 指押さえ 橙色 ナ ギ 日ヽ フ 膳示楊角 径 1～4mm

岩 土原焼 ± 5 深 日縁郡 悟 円押 41支 陪示褐徹 悟 円IH14J支  にぶ い楕徹 径1～4mm程度の砂粒含 臣

161 芦 十 原 峰 +5 深

`沐

 日緻∃∫ 惰円押型文 にぶい責褐色 より糸文 灰黄褐色 径1～ 6mm程度の砂粒含
岩土原貨 ± 5 深◆ 悟 円押 41V 椿角 ナ手 にぶい示褐徹 径1～ 3mm程度の砂粒含む 鷺

芦 十∫泉峰 十 探鉢  ljp∃∫ り糸支 ナデ 指押さえ 埼色 ナデ 指押さえ スス にぶい赤褐色 径1～ 5mm程 庫のt1/1締含

岩土原 , ± 5 深 kO率了 す子 精岬声え Iこボい精付 ナデ 指押さえ にぶい哲袴徹 径1～ 5mm程 度の砂粒含む
井 十 隙 十 探 より糸文 ナデ 赤褐色 ナデ にぶい赤褐色 径 1～4mm程層の砂締含む

岩土原焼 ± 5 深 胴部 千 指押済テ 紐絆扁石 にぶい示協れ す手 指押さ党 にぶい示褐色 径1～ 3mm程度の砂粒含む
井 十隙 十 f 揆 日綴吾b ナデ 指押さえ (日唇部やや凹む)控色 ナデ 指押さえ にぶい橙色
中石 土 深 日縁部 ナ 手 スス にぶい示務角 ナテ スス 潜角 径1～ 7mm程度の砂粒含む
］石 十 f 寸架花 底音Ъ ナデ ホ褐角 ナデ 指押さえ 褐色 1～2mm程層の砂締舗 ,

君 上 6 深鉢 胴部 山形押型文 スス にぶい赤 山形押型V すテ スス にぶ↓ ～7mm程度の砂粒含む
171 岩 用
一厠
毛± 6

手上 6

,渠 t 山形イ甲W_l支  スス にぶ| す テ スス 明褐灰色 1～ 5mm程反のり粒含む
172 着 深鉢 胴部 惰円押型文 指押さえ 明赤 ナT~ 椿角 ～2mm程度の砂粒含む 良

17R 井 十 原 峰 +6 深 く 1同辞

`

悟円押型夏 精神さえ スス すテ にぶい袴角 ～8mm繹層の砂Fi含 すヽ

岩 ■ 原 +6 胴部 より糸文 スス 暗赤 ナT~ 楊 角 彰5mm程度の1少粒曾む 艮

175 鍔 十 原拌 +7 T器 ″簡IT岩 41 1869`

岩 十 原 ± 7 深鉢 頸部 惰円押型文 指押さえ スス にぶい協色 ナテ スス にぶい橙色
177 原 鮮 +7 際

`

悟円押型V 精神さえ スス に本t 角 ナ テ スス 階示褐伸 巳

17 汗 十原 十 決鉢  尻 ]∫ ナデ にぶい黄種色 ナデ 浅責橙色
179 岩 土 原 2区 7 ■2 04

1 井 十 康 2区 6 ■5 ■3 02

岩 土 原 1区 6 21R

猪 十 原 2区 6 鍬形鏃 17

岩 土 原 区 6 石鏃 黒曜石 脚言ほ欠帽 18 12

芦 十 隙 灰 24

着 土 原 区 6 石鏃 ホル ンフェルス
芦 十 康 灰 7 16 12

を i原 区 石鏃 姫島産黒曜石 脚部欠損 工7 15

岩 十 陳 灰 7 19

岩 十 原 広 石

`

チャート
岩 十 原 仄 /~絣  守 山井 17

着 十 原 1区 6 25

岩 土 原 区 A 有 F々島産星醒看

舟 十 原 l 区 6 枢 H雇素1片  チ ヤー ト 打面有 23

194 岩 土 原 区

井 十 ∫泉 区 君 自然面を打面 とする 41

岩 土 原 区 6 使用痕剥片 流紋岩 打而無 07

丹 十 陳 仄 揮 用雇翼 片 打面有 57 15

岩 土 原 区 6 使用痕剥片 流紋岩 57

井 十 漁 仄 7 スクレイブヽ― チヤー 04

岩 土 原 区 6 ス レイパー 流紋 打而右  自然而石
井 十 原 1仄 打]可 :れ石する石器 ホルシフェルス 自然雨有 31 1206,

202 岩 土 原 1区 機器 安山岩 自然面有 11 46254

井 十 原 仄 打 石 葎 百井 自然而有 来部欠椙 fD 4 1483〒

岩 十 原 1区 打 ! 石斧 砂岩 自然面有 121 61 14948

井 十 陳 灰 島常

`慶

輿看俗 ホルシ Iルス 自然而有 刃部欠椙 13 8756

井 十 原 l区 磨 , 右斧 ホルシフェルス 慕部のみ残 64 1325イ

岩 土 原 区 砂 舞 扁平潰ホ礫 々利 用 1∩ ∩∩19

井 十 康 1区 ‖H石 砂岩 撃熱 21■4t

岩 土 原 区 百舞 27

井 十 康 1区 7 講打器 砂岩 弱い磨雇有

岩 土 原 2区 7 敲 器 砂岩 耳ヨい磨痛有

井 十 隙 1灰 磨石  輝及井 欠娼 41 1841〔

l 岩 土 原 区 敲 器 砂岩 53

芦 十 康 2灰 7 語 祟  ″ 爾軒井 熱参  欠椙 72 19250

を i原 区 敲 器 花間斑岩 熱変 欠損 38 21844

21 岩 十 原 灰 7 磨希  砂芦 熱恋  欠椙 Rl 48716

区 磨石 癖灰岩 欠損

舞 十 F 灰 腔 砂碧 朽而不明  自然面有 17

1 区 6 砂岩 打面不明 自然面有 7 1360b

岩 土 原 区 6 穫 猥 砂岩 打雨不 明 21R57

221 寿 十 1東 4 6 腰 :辞 れり岩 示明 自然面有 33321

222 岩 土 原 区 櫂 器 砂岩 打而不明 自然而有 3R274

井 十 2厖 7 腰 器 紗渚 打面不明 自然面有 打墟有
224 岩 土 原 表 採 石 砂岩 熱変 欠損
225 井 十 原 2仄 7 環 沐 日綴部 条雇支 スス 噂褐角 ナデ にぶい費褐色 径 1～ 3mm程 層の砂約含む

岩 土 原 4区 6 深 日縁部 条痕文 スス にぶい赤 1色 穿孔 ナテ 橙色 径1～ 3mm程度の砂粒含む
227 猪 十 仄 7 礫 沐 ‖H吾低 粂層支 スス より糸? にぶい示褐伯 粂凝 X 赤褐色 径 1～ 8mm繹層の紗片釘 ,

着 土 区 6 深 イ溝いⅢ祭痛マ ナ手 にぶい R サ スス にぶい搭角 径1～ 3mm程度の砂粒含む
井 十 仄 7 渋欲 Π同司

`

粂厄支  スス にぶ い率 ナデ にぶい橙色
区 6 深 ナデ 条痕が消される 赤 径1～ 3mm程度の砂粒含む

兄Rl 井 十 原 仄 6 深欲  日縁科
`

山形押即支 指押さえ 灰 負 ナデ 灰昔褐角 1～ 3mm程度の砂粒含芭
岩 十 原 区 深鉢  日縁部 山形押型文  日唇 ナデ にぶい協色 ナデ にぶい橙色 1～ 6mm程度の砂粒含む

夕3R 井 十 灰 6 深 □綴害低 山形押■lす すギ スス 灰宙勇角 山形押即す 椰状支 ナデ 暗褐色
猪 十 原 区 険休  日緻ヨ∫ 径1～ 5mm程度

`

40.出土遺物観察表③
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出土遺物観察表④
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文様・調整・色調等 (外 ) 文様・調整・色調等 (中 )

42.出土遺物観察表⑤

-44-



43.岩土北平遺跡・岩土原遺跡

航空写真 (南西)よ り
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44.岩土北平遺跡航空写真



郎４Ｔ肝

45.岩土原遺跡 1区航空写真

46.岩土原遺跡2～ 4区航空写真
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47.岩土原遺跡 5区航空写真



詳 ||―!粋

鞠

48 1号集石遠構 (北より)

6号集石遺構 (北より) 53.7号集石遺構 (北より)

54.

50 3・ 4号集石遺構 (南より) 51.5号集石遺構 (北より)

55.9号集石遺構断面 (北より)・ 9・ 10号集石遺構 (北より)
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56.11号集石遺構 (南より) 57.12号集石遺構 (東より)

58.13号集石遺構 (東より)

60. 2号土坑 (東より)

59.14号集石遺構 (北より)

61.3号上坑 (北より)

62.4号土坑 (南より)

-48-

63.5号上坑 (南より)



鐸軽矮■二登〕と

64.6号土坑 (南より)

の
　
　
▲

67.9号土坑 (東より)

11酷
―鸞醇 '穆
聾鵜と呼韓鰈
a止 基 亀 ■

65.7号土坑 (北より)

66.8号土坑 (東より)

68.10号土坑 (東よ 69.1号堅穴住居跡 (西より)

出土遺物 (1～ 14)
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71.出土遺物 (15～ 32)
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76.出上遺物 (104～ 122)
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73.出上遺物 (52～66)
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75.出土遺物 (85～ 103)

工 電爾尊 儘 亀

砲a u

77.出土遺物 (123～ 142)
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79.出土遺物 (160～ 178)

塩
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72.出上遺物 (33～51)
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74.出土遺物 (67～84)

78.出土遺物 (143～ 159)
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86.出土遺物 (245～ 265)

出土遺物 (200～ 206)
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８ 83.出上遺物 (216～ 221)

85.出土遺物 (225～ 244)

機
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87.出上遺物 (266～ 280)
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90.出土遺物 (320～ 342)

92.出上遺物 (352)

94.出土遺物 (354～ 356)

89.出土遺物 (297～ 319)

91.出土遺物 (343～ 351)

93.出土遺物 (353)

tB

攀ぎlぽ
´

鶴
）

鶴
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95.出土遺物 (357～ 363)



Ⅲ.おわりに

今回の市道岩土原線整備事業に伴う埋蔵文化財調査では、岩土北平遺跡で縄文時代早期の集石遺

構 1基と焼土集中部及び柱穴を若千、岩土原遺跡で縄文時代早期の集石遺構15基・連結土坑10基、

焼礫集中部及び焼土集中部、弥生時代後期～古墳時代前期の堅穴住居跡 1軒を検出した。調査区の

ほとんどは耕作によリー部を除きローム層まで削平されている。

遺物では、旧石器時代の細石核や細石刃・スクレイパー、縄文時代早期及び中期・後期 。晩期の

石器 。土器が出土した。弥生時代後期～古墳時代前期では、壺・甕 。高杯等が出土している。

また、中・近世では陶磁器が、時期は不明であるが土錘・石錘等も出土している。

旧石器時代では、遺構の検出はなく、包含層からの出土遺物も少ない。竪穴住居跡内からも旧石

器時代所産の遺物が出土している。昭和44年に南九州短期大学による発掘調査では細石器と隆帯文

に爪形の施文を有する土器が共伴しているため、縄文時代早期の下位及びローム層上位については

慎重に掘りさげを行った。しかし、細石刃及び細石刃核が若干出土したものの、隆帯文土器の検出

は無かった。一部AT層下位まで掘り下げたが、Ⅷ層以下での遺構・遺物の検出は無かった。流紋
岩製の細石核には加工が施され、スクレイパーの機能を併用した石器もあり注目される。今後、事

例の増加に期待したい。蔵田遺跡や矢野原遺跡などの近接地域ではAT層下位の層から遺物の出土

例が増加している。堆積状況から、周辺には良好な包蔵地が予想される。今後の開発行為には十分

注意する必要がある。

縄文時代では、耕作による削平の影響で遺物包含層の残存状態がよくなかった。その中で、縄文

時代早期の集石遺構を岩土北平で 1基、岩土原遺跡で13基検出した。特に岩土原 4区で検出した 9

号集石遺構は深く掘り込まれ、すり鉢状のしっかりした作りとなっている。集石遺構が検出されな

かつた調査区もあるが、埋土中に焼けた礫を検出していることなどから、周辺にはまだ多くの存在

が予想される。また、ローム層を掘り下げる中で、焼土集中部と黒褐色土の掘り込みを検出した。

焼土集中部は不定形で浅いものが多かつたが、底部にしっかりした焼上の堆積が見られる連結土坑

を 3区で検出している。今回の検出数は10基であるが、そのほとんどは耕作により改変を受けてい

る。縄文時代早期の遺物としては、押形文土器を中心として貝殻円筒文土器、撚り糸文土器、鍬形

鏃、尖頭状石器、スクレイパー、敲石、磨石等多数の遺物が出土した。早期以外の縄文時代の遺構

の検出はないが、縄文時代中期の船元式土器や後期の西平式土器、晩期の突帯文土器が若千出土し

ている。

当地域における弥生～古墳時代の竪穴住居跡の検出例は、これまでの調査例に最近調査された延

岡～北方道路の調査事例を加えると50例を超える。その中には、急傾斜地や尾根の端部などから検

出した竪穴住居跡の調査例もあり、山間部における集落のあり方を考える上で興味深い。今回は古

墳時代後期の竪穴住居跡 1基のみの一部の検出にとどまったが、岩土北平遺跡では、近接する畑で

石棺が確認されている。今後、周辺の開発事業と調整しながら継続して調査を行える体制を構築し

たい。

中 。近世では陶磁器等が出土したが、その多くは耕作土中からの出上である。中国産及び国内産

の各種陶磁器が出土しており、幅広い交流を伺うことができる。柱穴については、遺物を伴わない

ため時期等詳細は不明である。全般的に削平が進み遺構は検出できなかったが、付近に五輪塔など

も見られることから、今後の開発には十分注意する必要がある。

-53-



報 告 書 抄 録

フ リ ガ ナ イワツチキタビライセキダイ2ジ・ダイ4ジ、イワツチバルイセキダイ2ジ・ダイ3ジ

垂
口 名 岩土北平遺跡第 2次・第 4次、岩土原遺跡第 2次 。3次

副  書  名 平成22・ 23年度市道岩土原線整備事業に伴う埋蔵文化財調査報告書

巻 次

シ リーズ名 延岡市文化財報告書

シリーズ番号 第48集

編 集 者 名 小野信彦

編 集 機 関 延岡市教育委員会

所  在  地 宮崎県延岡市東本小路 2-1

発 行 年 月 日 平成24年 3月 30日

フ リ ガ ナ

所 収 遺 跡 名

フリガナ

所在地

コード
】ヒ糸華東経 調査期間

調査面積

(m2)
調査原因

市町村 遺跡番号

イワツチキタビラ

岩土北平遺跡

延岡市

北方町

笠下寅

2033 62

９
留
　
０
０

（
υ

つ
０
　
つ
０
　
１
■

131°

32′

14〃

2011.3. 1-
2011.7.25

300
市道岩土原

線整備事業

に伴う調査

所 収 遺 跡 名 種  別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

岩土北平遺跡 包蔵地
旧石器・縄文時代

弥生 。古墳時代

集石遺構基

土坑、焼土集中部

土器・石器

陶磁器等

フ  リ ガ  ナ

所 収 遺 跡 名

フリガナ

所在地

コー ド

】ヒ4幸 東経 調査期間
調査面積

(m2)
調査原因

市町村 遺跡番号

イ ワ ツ チ バ ル

岩 土 原 遺 跡

延岡市

北方町

笠下寅

2033 つ
０
父
∪

つ
る
　
０
０
　
医
υ

Ｏ
ｏ
　
ｐ
０
　
１
一

131°

32′

18〃

2011.3. 1～

2011.7.25
750

市道岩土原

線整備事業

に伴う調査

所 収 遺 跡 名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

岩 土 原 遺 跡 包蔵地
旧石器・縄文時代

弥生・古墳時代

集石遺構基、土坑基

堅穴住居跡1軒

土器・石器

陶磁器等

連結土坑の

検出

岩土北平遺跡第 2次。第 4次、岩土原遺跡第 2次。第 3次
延岡市文化財報告書

第48集

平成24年 3月 30日

発行 延岡市教育委員会
T882-0811
宮崎県延岡市東本小路21

E「刷 株式会社 ながと
T882-0356
宮崎県延岡市出北 4丁目2479番地

-54-




